
京都ノートルダム女子大学

情報活用力プログラム（基礎）

https://www.notredame.ac.jp/nd/ndec/program/

R3.8.4～R8.3.31

学部・学科によって、修了要件は相違しない

国際言語文化学部、現代人間学部、社会情報学環、女性キャリアデザイン学環

時期含め未定

情報活用力プログラム「基礎・基幹」科目群のうち、必修３科目６単位、選択必修３科
目（▲）から１単位以上、選択必修科目（無印）から８単位以上の要件を満たし、全体
合計で１６単位以上となるよう修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 8 科目

16 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

情報技術リテラシー 2 ○ ○ ○

情報の科学と倫理 2 ○ ○ ○ ○

AIとデータサイエンス入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲情報演習Ⅰａ 1 ○

▲情報演習Ⅰｂ 1 ○

▲情報演習Ⅱ 1 ○

SNSコミュニケーションスキル 2 ○ ○ ○

情報処理 2 ○ ○

プログラミング演習 2 ○ ○ ○

英語英文学基礎演習Ⅰ 2 ○

英語英文学基礎演習Ⅱ 2 ○

基礎演習Ⅰ（国際日本文化学科） 2 ○

基礎演習Ⅱ（国際日本文化学科） 2 ○

生活環境基礎演習Ⅰ 2 ○

生活環境基礎演習Ⅱ 2 ○

心理学基礎演習Ⅰ 2 ○ ○

心理学基礎演習Ⅱ 2 ○ ○ ○

こども教育基礎演習 2 ○ ○

こども教育フィールド研修 1 ○

社会情報基礎演習Ⅰ 2 ○

社会情報基礎演習Ⅱ 2 ○ ○

基礎演習Ⅰ（女性キャリアデザイン学科） 2 ○

基礎演習Ⅱ（女性キャリアデザイン学科） 2 ○

⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素 授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・高度情報化社会の展望と問題点「情報の科学と倫理」（12回目）
・ビッグデータ、IoT、Society5.0,、データ駆動型社会「AIとデータサイエンス入門」（1回目・2回
目）
・未来型SNS「SNSコミュニケーションスキル」（14回目）
・データを起点としたものの見方「心理学基礎演習Ⅱ」（7回～13回）

1-6
・AI最新技術の活用例「AIとデータサイエンス入門」(13回目)

1-2
・調査データ、1次データ、2次データ、データのメタ化「AIとデータサイエンス入門」（3回目）

1-3
・AI・データ活用領域の広がり「AIとデータサイエンス入門」（2回目）

1-4
・データ解析「AIとデータサイエンス入門」(4回目・11回目)
・データ可視化「AIとデータサイエンス入門」(12回目)

1-5
・データサイエンスのサイクル「AIとデータサイエンス入門」(1回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題、個人情報保護、EU一般データ保護規則、オプトアウト、データ
倫理「AIとデータサイエンス入門」(14回目)
・知的財産権の保護，「情報の科学と倫理」（11回目）
・情報モラルの考え方「情報の科学と倫理」（14回目）
・トラブルに巻き込まれたら「SNSコミュニケーションスキル」（13回目）

3-2

・情報セキュリティの3要素「AIとデータサイエンス入門」(14回目)
・情報セキュリティ、脅威とその特徴、セキュリティ対策、暗号化技術など「情報技術リテラ
シー 」（14回目）
・情報通信の仕組みとセキュリティ「情報の科学と倫理」（12回目）

2-1

・データの種類「AIとデータサイエンス入門」(3回目)
・データの分布、データのばらつき、相関と因果「AIとデータサイエンス入門」(11回目)
・情報処理演習「こども教育基礎演習」（7回目）

2-2
・データ表現、データの比較「AIとデータサイエンス入門」(11回目・12回目)

2-3
データの取得、データの集計、データの並び替え、ランキング「AIとデータサイエンス入門」
(11回目・12回目)

4-1
・確率、順列、組み合わせ、集合、ベン図「情報技術リテラシー 」（4回目）

4-2

・アルゴリズムの表現、並び替え、探索「AIとデータサイエンス入門」(6回目)
・並び替え（ソート）「プログラミング演習」（8回目）
・探索（サーチ）「プログラミング演習」（9回目）
・アルゴリズムとその考え方「情報の科学と倫理」（8回目）

4-3

・数と表現、文字コード「AIとデータサイエンス入門」(3回目)
・変数、代入、繰り返し、場合に応じた処理「AIとデータサイエンス入門」(6回目)
・プログラミング「プログラミング演習」（1回目～15回目）

4-4

4-5
・形態素解析、単語分割、n-gram言語モデル「AIとデータサイエンス入門」(8回目・9回目)

4-6
・画像データの処理「AIとデータサイエンス入門」(4回目)

4-7
・データベース（リレーショナルデータベース、SQL）「情報技術リテラシー 」（10回・11回目）
・JavaScirptを利用したプログラミング実習「情報処理」（15回）

4-8
・教師あり学習による予測「AIとデータサイエンス入門」(13回目)

4-9

・教師なし学習によるグルーピング「AIとデータサイエンス入門」(13回目)
・データ収集と分析、共有、課題解決提案「社会情報基礎演習Ⅱ」（3回～15回）、「心理学基
礎演習Ⅰ」（8回～14回）、「心理学基礎演習Ⅱ」（7回～14回）

その他

・コンピュータシステムの基本的な操作等「情報演習Ⅰａ」「情報演習Ⅰｂ」「情報演習Ⅱ」、「情
報処理」（全）
・インターネットやSNSの仕組みや内容を概観し、特性を理解しながら望ましいネットコミュニ
ケーションのあり方を考え実践「SNSコミュニケーション」（全）
・基礎的なプログラミング技術を学ぶ「プログラミング演習」（全）
・データ収集、分析等を各専門分野で活かせられるよう基礎を学ぶ「英語英文学基礎演習
Ⅰ・Ⅱ」「基礎演習Ⅰ・Ⅱ（国際日本文化学科）」「生活環境基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「心理学基礎演習
Ⅰ・Ⅱ」「こども教育基礎演習」「こども教育フィールド研修」「社会情報基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「基礎
演習Ⅰ・Ⅱ（女性キャリアデザイン学科）」

（３）選択科目（プログラムを構成する科目
のうち「必須科目」「選択必須科目」のいず
れにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修了する
ために一定の条件のもと履修しなければな
らない科目）

（１）必須科目（プログラムを修了するために
必ず履修しなければならない科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずしもイ
コールではない

以下のオプションを含むもの
4-1　統計および数理基礎
4‐2　アルゴリズム基礎
4‐3　データ構造とプログラミング基礎
4‐4　時系列データ解析
4‐5　自然言語処理
4‐6　画像認識
4‐7　データハンドリング
4‐8　データ活用実践（教師あり学習）
4‐9　データ活用実践（教師なし学習）

（５）実データ・実課題（学術データ等を含
む）を用いた演習など、社会での実例を
題材として、「データを読む、説明する、
扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩ
の基本的な活用法に関するもの

（３）様々なデータ利活用の現場における
データ利活用事例が示され、様々な適用
領域（流通、製造、金融、サービス、イン
フラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み
合わせることで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な留意事項
（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報セキュリティや情報
漏洩等、データを守る上での留意事項へ
の理解をする

（１）現在進行中の社会変化（第４次産業
革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）
に深く寄与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついている

（２）「社会で活用されているデータ」や
「データの活用領域」は非常に広範囲で
あって、日常生活や社会の課題を解決す
る有用なツールになり得るもの

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】再認定用

モデルカリキュラム対応状況

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等名

プログラム名

様式１

プログラム掲載URL

現在（直近）の認定期間

https://www.notredame.ac.jp/nd/ndec/program/


①プログラム開設年度 令和３ 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

国際言語文化学部 187 187 60 240 0 1 0 2 21 15 18 7 30 25 69

現代人間学部 548 548 210 840 2 15 1 29 11 34 45 52 24 132 81

社会情報学環 42 42 30 120 7 15 0 15 37 0

女性キャリアデザイン学環 17 17 30 120 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

合　計 794 794 330 1,320 9 0 31 1 46 32 49 63 59 54 0 0 194 150

様式２

学生数 令和６年度 令和５年度 令和４年度

プログラムの履修者数等の実績について

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和７年度 履修者数
合計

令和３年度 令和２年度 修了者数
合計



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式３

項目 具体的な取組の成果、課題

①プログラムの学修成果
（学生等が身に付けられる
能力等）

「情報活用力プログラム」は、情報社会において必要な情報科学の知識・技能を身につけるとともに、そ
れらが社会に与える影響を理解した上で、新たな情報を作り出し、課題を発見し、その解決に向けて主体
的に解決策を検討し、実践できる人材の養成を目的とする。
「情報活用力プログラム（基礎）」（以下、本プログラム）は、上記の目的から、とくに必要とされる基礎的な
学びを身につける。
本プログラム必修科目の授業アンケート結果（令和６年度）をみると、「この授業について主体的（熱心か
つ意欲的）に取り組みましたか」99.2%、「この授業の内容を理解し、学びが深まりましたか」 95.8%となって
おり、学生の理解が深まっていることがわかる。

②履修者数向上に向けた
取組

オリエンテーションで本プログラム受講の必要性・有用性の説明のほか、『学生便覧』、LMS の専用コー
スに紹介動画を投稿するなどして、本プログラムに関する情報を得やすいようにしている。ND教育セン
ター会議においては、とくに履修登録前に、各学科等の構成員を通じて学生に呼びかけるよう依頼を行う
などにより周知している。
また、ND教育センター公式サイトおよび大学公式サイトに詳細を掲載し、さらに入学予定者に対しても入
学前に本プログラムのチラシを配付するなど、周知を行ってきた。
ＡＩ・データサイエンスへの学生の興味は近年高まってきており、今後も授業内容やカリキュラムは不断に
改善を図り、現代的ニーズにあったプログラムとなるよう進めている。

③修了者数向上に向けた
取組

本プログラム必修科目を中心とした授業の資料等をLMSに掲載し、掲示板機能などで質問等ができる体
制を取っており、対面では専任教員を中心にオフィスアワーを設け個別相談に対応するなど、支援体制を
充実させている。さらに、本プログラム必修科目や情報技術を中心とする科目については、スチューデン
ト・アシスタントによるサポートも行っている。そのほか、本プログラムに関する履修相談についてはND教
育センター事務室で、情報技術に関するサポートについてはシステム管理課において受け付けている。
また、主要科目担当教員（専任・非常勤）によるワーキングを実施し、履修生の情報共有や学修支援につ
いて検討している。

④関連する資格の取得推
進に向けた取組

「情報活用力プログラム」全体の構成として、上級情報処理士（令和６年度：３６名修了）に必要な科目も
含んでいるため、同時取得を推奨している。
また、ITパスポートも推奨しており、推進機構の方を招いての学内説明会や情報関連教員によるフォロー
のほか、学内勉強会を実施（令和７年度：２５名登録、４回実施）している。

⑤修了者の進路、企業から
の評価

本プログラム修了生については、本学キャリアセンターと連携し、就職状況を把握している。これまでの修
了生（１５０名）をみてみると、プログラマー、システムエンジニアをはじめ、マーケティング部門、そのほか
情報スキルを必要とする企業や学校教員への就職が多くみられ、本プログラムの成果がうかがえる。
本学は、Wolfram Research, Inc.（ウルフラムリサーチ）と産学連携協定を締結しており、本プログラムの科
目にも同社の知見を取り入れながら授業を行い、デジタル人材の育成を進めている。

⑥プログラムの改善状況

所掌部署での会議や主要科目担当教員（専任・非常勤）によるワーキングをとおして、履修生の情報共
有や学修支援について検討し、今後も授業内容やカリキュラムの改善を図りつつ、現代的ニーズにあっ
たプログラムとなるよう進めている。また、毎年度自己点検・評価を実施し、ND教育センター会議及びND
教育センター運営委員会において協議している。

⑦再認定後のプログラムの
目標・計画

学生数減のほか、全体の情報活用力プログラム（応用基礎レベル）の履修者数（令和６年度：６３名）増に
ともない、結果的に情報活用力プログラム（基礎）の履修生は減少傾向にあるが、以下のとおり目標を設
定し進める。

●履修者数の数値目標
令和８年度～令和１０年度：毎年度、各学年で履修者数１０名・修了者数５名

●認知度の向上と履修者数・修了者数の向上
上記のような各種取り組みを行っている一方、履修者数と修了者数を見ても明らかなように、本プログラ
ムの科目を履修していても科目単独での履修が多く、本プログラム修了を目指すまでには至っていない
学生が多い。原因のひとつとして、本プログラムの認知度の問題が考えられ、あらためて各科目担当教
員から本プログラムの重要性とともに周知を徹底する。

●企業からの評価
Wolfram Research, Inc.のほか、本学のDX推進にかかわる企業等とワーキングを実施し、本プログラムの
評価について意見交換する機会を設ける。

教育プログラムの改善、教育の質向上に資する取組・成果という観点から、可能な限り定量的なデータに基づく分析やこれまでの自
己点検・評価結果を踏まえて、記載してください。

認定期間中における成果と課題、今後の計画について



取組概要

大学等名 京都ノートルダム女子大学

教育プログラム名 情報活用力プログラム（基礎）

レベル リテラシーレベル

初回認定年度 令和３年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 【再認定】申請用

情報活用力プログラムとは
情報社会において必要な情報科学の知識・技能を身につけるとともに、それらが
社会に与える影響を理解した上で、新たな情報を作り出し、課題を発見し、その
解決に向けて主体的に解決策を検討し、実践できる人材の養成を目的とした全学
横断プログラムです。
★「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）」
（MDASH）認定プログラム

プログラム修了で身につく力
情報社会に必要な情報科学の基礎的知識・技能を身につけ

ている。
情報が社会に与える影響を理解できる。
新たな情報を作り出し、課題を発見できる。
課題の解決に向けて主体的に解決策を検討することができ

る。

「情報活用力プログラム（基礎）」 ー「情報活用力プログラム」のうち「基礎基幹」科目で構成ー

実績 令和3年度～令和６年度
履修者数：185名
修了者数：150名

学修支援
科目担当教員＋ND教育センター
対面とLMSを活用したフォロー体制

令和6年度修了生は、システムエンジニア
2名、ほかにも情報スキルを必要とする企
業や学校教員への就職が多くみられる

本プログラム必修科目の授業アンケートより（2024年度 回答率 24.3%）
・この授業について主体的（熱心かつ意欲的）に取り組みましたか。 99.2%
・この授業の内容を理解し、学びが深まりましたか。 95.8%

学生の内容の理解度

学生の理解が
深まっている

実績

修了要件と科目一覧

必修３科目（●）６単位、選択必修３科目（▲）から１単位以上、選択必修科目（無印）から８単位
以上の要件を満たし、全体合計で１６単位以上となるよう修得すること。

修了要件
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